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 PF 2.5 GeV リングでは，直線部増強によって整備された中・長直線部の挿入光源を中心に，VUX・SX 領域のビームラインお

よび実験装置の整備を行っている。BL-16 では，左右円偏光および縦横直線偏光の高速スイッチングの開発が進み，ユーザ

ー利用が開始された。2009 年度に建設された

BL-13 は，ほぼ所期の性能を実現するともに，

角度分解光電子分光装置が整備された。BL-28

では角度分解光電子分光装置の整備，改良が

継続的に進められ，固体物性の研究が精力的

に行われている。BL-2 でも引き続き，in-situ 光

電子分光，軟 X 線発光分光，原子分子科学の

研究などが順調に行われてきた。 

 一方，BL-16 以外の中・長直線部は，挿入光

源自体は直線部増強以前のままであるために，

せっかく整備した直線部を活かしきれていない。

そこで最近 PF では，BL-28, 2, 13, 16 といった挿

入光源ビームラインを，全体として最適な状態に

再構築すべく，右図に示すような挿入光源およ

びビームライン光学系の更新を進めている。当

日は，ここ1, 2年の間に予定されているVUV・SX

ビームラインの整備計画について議論する。  


